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海底地震観測による福島沖プレート境界域の微小地震活動

Hypocenter Distribution of Plate Boundary Zone off Fukushima , Determined by Ocean

Bottom Seismographic Observation
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日本海溝はプレートの収束境界であり、地震活動度が非常に高い。本研究は、福島沖において海底地震計を用
い、微小地震の詳細な震源分布を求めた。観測は1 9 9 7年8・9月に行われ、P・S波到着時を読みとり、震源の決定
を行った。微小地震の多くは、プレート境

界に対応する位置に決定された。この地震は深さ方向には約10 kmの範囲で分布し、全体としては島弧に向かっ
て深くなる。また、海溝軸からおよそ1 0 0 k mの範囲内には、地震は決定されなかった。陸側プレート内にも地震
活動が見られ、プレート境界域の地震群とははっきりと区別される。プレート境界下約3 0 k mに地震が面状に分布
しており、二重深発面下面に連続する。

日本海溝は太平洋プレートと東北日本の属している大陸プレートの収束境界であり、微小地震から巨大地震に
至るまで、地震活動度が非常に高い。福島沖は、有史ではM 8クラスの巨大地震は発生していないが、1 9 3 8年には
M 7 . 5の地震が発生したこともあり、M 6クラスの地震から微小地震に至るまで定常的な地震活動が極めて活発な地
域である。海溝付近に発生する地震の空間的分布は、プレート間の力学的相互作用を強く反映していると考えら
れるが、その様子は地域により異なっている。海溝近傍、特に海洋プレートの島弧への沈み込みに伴いプレート
境界付近で地震が発生し始める領域（いわゆるサイスミックフロント）の詳細な自然地震の活動を知ることは、
プレート沈み込みのダイナミクスを考える上で大変重要である。本研究は、サイスミックフロントが海溝軸から
陸側約1 0 0 k mに存在すると考えられている福島沖において、微小地震の詳細な震源分布を明らかにすることを目
的としている。

観測は新日本海事「新日丸」により、福島沖において、1 9 9 7年8月6日―8月1 0日に海底地震計の設置、9月9日
―9月1 3日に海底地震計の回収を行った。本観測はエアガンを震源とした構造探査実験と同時に行われた。そのた
めに地震計は、海溝軸から陸側約1 0 0 k mの地震活動の活発な領域の東縁であると考えられている地域に海溝軸に
沿う方向へ１測線、そこから海側約4 0 k mの地震活動が低調であると考えられている地域に同じ方向へ１測線、海
溝軸と垂直な方向に１測線、合計３測線上に配置された。エアガンの発震は8月8日―8月1 0日まで行われた。本研
究では観測期間の内、全ての海底地震計が設置されていた8月8日―8月2 4日までのデータについて、地震の検出、
ワークステーションを用いた波形の験測、P・S波到着時を用いた震源の決定を行った。

観測期間中に検出した地震は1 9 7 3個、その内、波、S波の到達時刻を３点以上の地震計から験測することの出
来た地震は6 0 0個、震源決定の結果、深さ方向に5 k m、水平方向に3 k m以内の誤差範囲に収束した地震は4 6 1個であ
った。震源決定に用いた構造は、同時に行われた構造探査実験（西野1 9 9 9）の結果を基にした。観測期間中、地
震は定常的に発生し、群発等の活動は見られなかった。また、観測された地震のマグチュードの範囲は、0 . 8から4
であった。マグニチュードの決定には、津村の式（1967）を用いた。

観測期間中に発生した微小地震の多くは、本観測と同時に行われた地震波速度構造探査から推定されるプレ
ート境界の位置(西野 1999)に対応する場所に決

定された。こうしたプレート境界近傍で発生する地震群は海溝軸からおよそ1 0 0 k mの範囲内に見出すことはで
きず、福島沖のサイスミックフロントは，海溝軸から陸側に1 0 0 k m離れた2 0 0 0 mの等深線にほぼ沿うように位置す
る。サイスミックフロントでの震源深さはおよそ2 0 k mである。観測領域の南側では，サイスミックフロントのす
ぐ陸側から活発な地震活動がみられるのに対して、北側での活動域の中心がやや陸側によっていて、活発な地震
活動は深さ25kmくらいの位置から 始まっているように見える。

プレート境界近傍で発生する地震は、深さ方向には約10 kmの範囲で分布し、全体としては島弧に向かって深
くなる。この地震群が深さ方向に10km程度の

ばらつきを持っているのは、S - P時間の分布などからも確かめられている。この地震群は、今回の観測ではサイ
スミックフロントから約50kmまで追跡することができた。



プレート境界に対応する地震群の上方、陸側プレート内にも、3 9個の地震が決定された。この地震群は、サ
イスミックフロントから陸側に向かって約4 0 k mまで、深さ5～1 5 k mに分布し，島弧に向かって震源の深さが深く
なる傾向がある。この地震群とプレート境界域の地震群との間には低活動域があり、両者の活動域ははっきりと
区別される。

プレート境界に対応する地震群の下約3 0 k mに2 6個の地震が面状に分布している。この地震群は、最も海溝よ
りでは海溝からの距離5 0 k m、深さ約3 0 k mであり島弧に向かって約1 0 0 k mにわたって追跡することができる。最も
陸よりの震源の深さは約8 0 k mとなり、東北日本弧下の二重深発面下面に連続する。これらの地震の震源メカニズ
ムは明確でないが、正断層型というよりは逆断層型である可能性が高い。
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